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目的 頭頚部皮膚 SCC のリンパ節転移と予後との関係を調べる

研究デザイン 後ろ向きコホート研究

セッティング Carmel Medical Center

対象者 所属リンパ節転移を伴う頭頚部の皮膚 SCC 22 例の患者

対象者情報（国籍） 1.日本人 2.日本人以外 3.国籍区別せず （ 3 ）

対象者情報（性別） 1.男性 2.女性 3.男女区別せず （ 3 ）

対象者情報（年齢）

1.乳幼児 2.小児 3.青年 4.中高年 5.老人 6.乳幼児・小児

7.乳幼児・小児・青年 8.乳幼児・小児・青年・中高年

9.乳幼児・小児・青年・中高年・老人 10.小児・青年

11.小児・青年・中高年 12.小児・青年・中高年・老人

13.青年・中高年 14.青年・中高年・老人 15.中高年・老人

16.乳幼児・青年 17.乳幼児・中高年 18.乳幼児・老人

19.小児・中高年 20.小児・老人 21.青年・老人

22.年齢区別せず （ 15 ）

介入（要因曝露） リンパ節と耳下腺への転移

ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ（ｱｳﾄｶﾑ） エンドポイント 区分

1 局所コントロール 1.主要 2.副次 3.その他（ 1 ）

2 生存期間 1.主要 2.副次 3.その他（ 1 ）

3 1.主要 2.副次 3.その他（ ）

4 1.主要 2.副次 3.その他（ ）

5 1.主要 2.副次 3.その他（ ）

6 1.主要 2.副次 3.その他（ ）

7 1.主要 2.副次 3.その他（ ）

8 1.主要 2.副次 3.その他（ ）

9 1.主要 2.副次 3.その他（ ）

10 1.主要 2.副次 3.その他（ ）

主な結果

臨床的なリンパ節転移は、耳下腺リンパ節 50％、頚部リンパ節 59％、

組織学的転移は、耳下腺リンパ節 68％、頚部リンパ節 45.5％、潜在

的な転移は、耳下腺リンパ節 36％、頚部リンパ節 20％、だった。耳

下腺と頚部リンパ節の両者に転移があった場合の生存率は０％、耳

下腺のみは 60％、頚部リンパ節のみは 100％だった。

結論

所属リンパ節転移を伴う頭頚部の皮膚 SCC では、その他の所属領域

（耳下腺や頚部リンパ節）に潜在的な転移が高頻度にある。また、

両者に転移がある場合は予後が悪い。

一次研究の 8 項目

備考

レビューワー氏名 宇原 久

レビューワーコメント
レビューワーコメント

エビデンスのレベル分類（IV ）

耳下腺およびその周囲リンパ節と頚部リンパ節は頭頚部皮膚 SCC

が最初に転移する部位として重要である。臨床的には耳下腺領域あ

るいは頚部領域のどちらか一方のみにしか転移が無い場合でも、も



う一方には潜在的な転移のある率が低くないので郭清の範囲につい

て注意を喚起している論文である。画像検査についての言及はない

が、リンパ節転移を検索する場合の範囲を決定する上で参考になる

論文である。




